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新クラウドサービス「SI Omni Channel Services 〔SOCS（仮称）〕」 

販売に関するお知らせ 

 

当社は、複数のECサイトと多店舗を統合管理するクラウドサービス「SI Omni Channel Services

〔SOCS（仮称）:ソックス〕」（以下「SOCS」）を2014年9月からサービス開始します。 

 

近年のEC（Electronic Commerce：電子商取引）市場の成長は著しく、EC事業を展開する企業で

は、複数の自社ECサイトを持ち、その他に「楽天市場」や「Yahoo!ショッピング」などのECモー

ルにも出店していたりします。また実店舗を持つ小売業においても、自社ECサイトを複数持つ企

業が増えています。このような複数ECサイトを持つ企業の多くは、ECサイトごとに異なるシステ

ムを持ち、売上分析や商品管理もサイトごと個別に行っているのが現状です。また、ECサイトと

実店舗では管轄する部門が異なっていたり、システムが別々なこともあり、データ管理もECサイ

トと実店舗とではバラバラに行われております。 

そのため、これからの小売企業は、O2O（Online to Offline：EC と店舗の連携）を実践し、バ

ーチャル店舗（EC）とリアル店舗を統合管理する必要があり、複数 EC サイトと複数実店舗の商品・

在庫データ、売上・顧客動向などのデータを統合して、一括管理・分析するクラウドサービスが

「SOCS」です。 

 

製品詳細につきましては、添付の「NEWS RELEASE」をご確認ください。 

 

今後の見通し 

 本製品はクラウドでの提供となりますので、現時点で当社業績に与える影響は軽微であります

が、今後、影響を与えるような事項が発生しましたら、すみやかにご報告をいたします。 
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